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中山間地域フォーラム 会員レター 

                     No.35  (2012.1.23) 
内容 
〇 2 月 27 日に第 7 回中山間地域研究会開催 
〇 1 月 24 日に第 6 回中山間地域研究会開催 
〇 3 月 31～4 月 1 日に群馬県南牧村でシンポジウム開催 
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 
▽ 2 月 27 日 第 7 回中山間地域研究会 

「奥会津、電源地域における自立への模索」 
 

講師：立教大学観光学部 特任教授 清水 慎一 
日時：2 月 27 日午後 5 時 30 分～7 時 30 分 
場所：東京大学農学部弥生講堂アネックス（講義室） 
 
 会場は東京・文京区の東大農学部正門を入って左手すぐのおしゃれな木造の建物です。ち

なみに正門右手には弥生講堂（一条ホール）があります。地下鉄南北線「東大前」下車すぐ

です。地図は以下の通りです。 
http://www.a.u-tokyo.ac.jp/yayoi/map.html 

 申込みは不要です。直接会場にいらしてください。会費は 1000 円です。 
 
戦後白洲次郎により進められた奥会津総合開発計画は、只見町の住民に「奥会津の山村に

5 万人の都市が出現する」という夢を抱かせた。それから 65 年、神奈川県と同じ面積を有

する奥会津はわずか２万２千人の住民しか住まない典型的な過疎の村になった。 
この間、奥会津には毎年 3 億円の電源 交付金が注ぎ込まれたが、人口減少、過疎化の流

れをまったく食い止めることもできず、20 年後には 1 万 4 千人に減少すると予測されてい

る。しか し、住民の多くは自然豊かで深い歴史と伝統に支えられた奥会津に誇りと愛着を

持ち、何とか「住み続けたい」という強い思いを持っている。このよう な住民の心からの

叫びに応えるにはどうしたらいいだろうか、本当に自立の道はあるのだろうか？  
4 年前から奥会津に入って、地域おこしに取り組んでいる清水慎一さんの活動を報告して

いただきます。 
なお、清水さんは旧・国鉄出身で、JR 東日本取締役営業部長、取締役仙台支社長を歴任

し、東北各地の地域活性化にかかわってきました。その後、JTB 常務に転じ、2011 年 6 月

に退任。現在は立教大学特任教授のほか、株式会社ツーリズムマーケテイング研究所顧問、

内閣府「地域活性化伝道師」をつとめている。 
 



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
▽ 1 月 24 日 第 6 回中山間地域研究会 

コミュニティサロン「輪島鵜入亭」で新産業を創出する！！ 
 

講師：月刊誌「コロンブス」編集長の  古川 猛 
日時：1 月 24 日午後 5 時 30 分～7 時 30 分 
場所：東京・丸の内 国際ビル 8 階「日本倶楽部」第 4 会議室 
 
会場の日本倶楽部（千代田区丸の内３－１－１ 国際ビルの 8 階）は JR 有楽町からも東

京駅からも歩いて行けます。地下鉄でしたら、日比谷線、千代田線、都営三田線の日比谷駅

下車ですぐです。地図は以下の通りです。 
http://www.nihonclub.jp/annnai.html 

 申し込みは不要です。直接会場にいらしてください。会費は 1000 円です。 
 
 古川さんは、地域おこしの月刊誌の編集に携わるかたわら、石川県輪島市内の中山間地で、

コミュニティサロンを開いています。その活動について、お話していただきます。 
 石川県輪島市は朝市や伝統工芸などで栄えてきましたが、近年は急激な少子高齢化に悩ま

されています。中でも「小鵜入」という集落は、今では３世帯しかいない中山間地域で、集

落そのものの存続が危ぶまれています。その地で古川さんは、コミュニティサロン「輪島鵜

入亭」を開設しています。いわば経営塾で、地域を支える人材の育成や、新しい産業の創出

に尽力されています。 
 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
▽ 3 月 31 日～4 月 1 日 「中山間地域フォーラム in なんもく」開催 

テーマ：高齢化日本一・南牧村の明日を考える ～つないで育む活動の輪 
 
会場：群馬県南牧村活性化センター 
主催：中山間地域フォーラム、中山間地域フォーラム in なんもく実行委員会 
共催：群馬県 
後援：全国水源の里連絡協議会、地球緑化センター（予定） 
 
日程（予定） 
・3 月 31 日（土曜）午後 2 時から 6 時 30 分  シンポジウム・パネルデシスカッション 

基調報告：守友 裕一（宇都宮大学教授） 
活動報告：遠藤 和子（農村工学研究所 主任研究員） 
現地報告：石井 裕幸（南牧村・山村ぐらし支援協議会会長） 



交流会 
・4 月 1 日（日曜）午前 9 時から 12 時  現地見学会 
 
 群馬県南牧村で 3 月 31 日（土曜）と 4 月 1 日（日曜）の 2 日間、中山間地域フォーラム

と中山間地域フォーラム in なんもく実行委員会のシンポジウムを開きます。 
「高齢化率日本一」という不名誉な名称をつけられた南牧村で、暮らしやすい地域づくり

をめざす取り組みが進められています。地域づくりに取り組む活動を紹介するとともに、村

の人たちとの対話を通して、さらに新しい活動の芽を育てるきっかけにしたいと考えていま

す。土曜（3 月 31 日）はシンポジウム・パネルディスカッションと交流会を、日曜（4 月 1
日）には山村の現状を実際に見て回る見学会を企画しています。 
 
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 
中山間地域フォーラム事務局 
〒104-0028 東京都中央区八重洲 2－7－4 清水ビル 3 階 地球緑化センター気付 
電話・FAX 03－6225－2326（担当者が常駐しておりませんので、FAX より、なるべく下

記のアドレスへメールでお願いします）。お問い合わせ、入会申し込みなどは、下記メール

アドレスにお願いします。 
tebento＋@＋chusankan-f.net［＠マーク前後の＋を消してお送りください］ 
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 
ご注意！ 事務局の場所が、つくば市から東京都内に移転しました。 

上記連絡先にお願いします。 


